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『健康経営』
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協会けんぽ和歌山支部
健康経営セミナー

プライマリー・アシスト株式会社
石山知良

２０２３年９月８日

健康経営優良法人取得のメリット（効果）と実践的アドバイスについて

７年連続で認定取得
（３年連続ブライト５００）
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①なぜ、健康経営（メリット）

②健康経営の実践例

③まとめ

本日のダイジェスト

『健康経営優良法人取得のメリット（効果）と実践的アドバイスについて』
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氏名：石山知良（イシヤマ トモヨシ） １９８９年入社
経歴：会社員２６年、経営者８年（大企業２２年／中小企業１２年）

健康経営に関心を持ったキッカケ
１）身内の介護経験（在宅・老々介護）

同居する親の在宅介護を経験
＊健康だった親の看取りを経験

２）医療現場の就業環境について知る機会

３）自身も４０代を過ぎて健康診断所見が出始める

★『健康』の重要性が公私共に自分事となり、
『健康経営』の取組み開始とともに、取組み始める。

自己紹介
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当社の取組事例（参考）

・協会けんぽ東京支部加入
・健康宣言をしております（銀の認定）

https://kenkousupport.kyoukaikenpo.or.jp/report/report06_1.html

＊当社の取り組みが協会けんぽホームページで紹介されております。

https://kenkousupport.kyoukaikenpo.or.jp/report/report06_1.html
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当社の認定（ブライト５００）

出所：経済産業省

★７年連続して認定取得し、３年連続で「ブライト５００」に選定されました。
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①なぜ、健康経営（メリット）

②健康経営の実践例

③まとめ

本日のダイジェスト

健康経営の実践例と優良法人取得のメリットについて
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健康経営に取組む法人が急増

「健康経営優良法人２０２３」で検索

ホワイト５００：大規模法人の上位５００社
ブライト５００：中小規模法人の上位５００社（２０２１年新設）
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健康経営優良法人（認定取得者数）
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https://kenko-keiei.jp/914/

ホワイト５００：大規模法人の上位５００社
ブライト５００：中小規模法人の上位５００社（今回新設）
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企業の永続発展に必要なもの

もの
（商品・サービス）

ひと
時間情報

知的
財産

あらゆる起点に
『人財』が重要

何故、健康経営（認定取得）
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ＡＰＰＥＮＤＩＸ（人口統計／総務省）
未来の労働力不足は
ますます加速・・・・・・

出所：日本経済新聞社

生産年齢人口の減少は１２年連続となった。
経済を支える中核となる年齢層が不足して
いる窮状は変わらない。

総務省が12日に公表した2022年10月1日時点の人口推計で、
日本の働き手の中心となる生産年齢人口は前年同期比で
29万6000人減（0.4%減）の7420万8000人だった。
減少に歯止めが掛からないなか、外国人の入国者から
出国者を引いた社会増減は2年ぶりの増加に転じた。
労働力の減少を補うには力不足で、働きやすい環境づくりが
課題となる。



Ｐｒｉｍａｒｙ Ａｓｓｉｓｔ Ｉｎｃ．

プライマリー・アシスト株式会社

10

生産年齢人口が半減へ

健康経営／日本の人口問題（国難）

ただ少なくなるだけではなく・・・・・・
児童虐待（児童養護、里親、生活困窮・
保護の家庭も増加）

出所：経済産業省

人手不足
倒産

★健康で長く活躍できる人財の確保
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参考資料（人口統計／総務省）
総務省は２０２１年１１月３０日、２０２０年国勢調査の確定値を公表した。
経済活動の主な担い手となる生産年齢人口（１５～６４歳）は７５０８万７８６５人となり、
５年前の前回調査から２２６万６２３２人減った。
ピークだった１９９５年８７１６万４７２１人に比べ１３．９%少ない。

総人口は１億２６１４万６０９９人で
５年前から９４万８６４６人減った。
総人口の減少は２調査連続となる。

人口動態統計速報

赤：２０２２年/黒：２０２１年

２０２２年は８０万人割れの見通し
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参考記事（Ｙａｈｏｏニュース）

９３才アルバイト、
週４夜勤
『働くことが好き』
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参考記事（Ｙａｈｏｏニュース）
９１才現役医師
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健康経営／労働生産性の向上

プレゼンティーズム（損失）
⇒出勤しているものの体調が優れず生産性が低下している状況

アブセンティーズム
⇒なんらかの病気によって会社を休む状況

プレゼンティーズム損失は
全体コストの７０％以上

具体的には、生活習慣病、
慢性疲労症候群、腰痛、
メンタル不調、頭痛、花粉症
様々なアレルギー疾患など
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採用効果
（応募数増加の実例）
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当社の事例／健康経営をＰＲ
○当社募集ページ

求人ＴＯＰでＰＲ

「健康経営優良法人」をタイトルに入れて訴求し、大きな効果

同様の訴求をする
会社が増加中
（＊１１社）
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注１）『興味あり』：求人企業に対し、求職者が求人に興味を示していることを伝えることが出来る機能

注２）類似企業 ：類似企業の一般事務職応募状況平均値 掲載期間４週間、Ｂ企画（４段階中、下から２番目の企画）

採用活動実績（Ｗｅｂ転職サイト）

有効求人倍率は1.55倍 → 1.62倍に
増加しているにも関わらず、人数に変化なし。

有効求人倍率は1.55倍 → 1.62倍に
増加しているにも関わらず、人数は増加。

応募人数 当社 類似企業

2017年 204 50

2018年 202 50

興味あり 当社 類似企業

2017年 411 70

2018年 469 70（名） （名）
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健康経営
優良法人

類似企業 反応比較

募集職種 事務職 事務職 －

応募人数 ４５４名 ９３名 ４．９倍

興味あり（注１） １，６４１名 ３０４名 ５．４倍

募集人数 ２名 － －

採用活動実績（反応属性）

営業職募集時の応募者属性
☆掲載前：営業職応募の年代は、４０～５０代が占めるため

２０～３０代の応募率（過去統計）は３０％程度
★実績  ：閲覧率１位は２５～２９才という結果になった。

  次いで２５才未満、３０～３５才の順となった。
  ３５才未満の会社選びの志向が確実に変化している

（アシスタント職募集の事例）

２０１８年５月

現在募集中
９月６日掲載開始
応募者 ２２名
興味あり ６７名
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マーケットニーズ

※就活生N数1399、親のN数1000における複数回答数を就活生、親、それぞれ100分率にて比較

参照：経済産業省 平成28年度調査
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ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

２０１５年９月の国連サミットで「持続可能な開発のための２０３０
アジェンダ」として採択した２０３０年までの国際目標です。
地球上の誰一人として取り残さないことを誓っております。
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日本（外務省）は、『３ すべての人に健康と福祉を』の取組み
の１つとして、『健康経営の推進』をテーマに掲げております。

ＳＤＧｓ／日本の取り組み

＜健康・長寿の達成＞
・健康経営の推進
・データヘルス改革の推進
・感染症対策等、医療の研究開発（２０１９年１２月のアクションプランに既に盛り込まれていた）

・医療拠点の輸出を通じた新興国の医療への貢献
・ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ推進のための国際協力
・アジア・アフリカにおける取組（アフリカ開発会議を通じたものを含む）
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何故、健康経営

★企業の永続的発展に欠かせないもの
・人財の確保（特に、若年労働力） ・・・『集める』
＊未来の労働力は半減に向かっている

・今いる社員に長く活躍してもらう（雇用の高齢化）
＊雇用延長はどんどん延びていく傾向

・持続可能な環境（ＳＤＧｓ）
＊『３．全ての人に健康と福祉を』
＊日本国が掲げている目標の１つであること

⇒その為にまず『宣言』の一歩を！
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①なぜ、健康経営（メリット）

②健康経営の実践例

③まとめ

本日のダイジェスト

健康経営の実践例と優良法人取得のメリットについて
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健康経営の実践例

多額の費用をかけずに
アイデアで健康経営を
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２０１９年４月法改正（働き方改革）

２０１９年４月１日施行
①年次有給休暇の時季指定義務 ＊年５日以上取得義務

②労働時間把握の実効性確保  ＊客観的な方法で把握

③フレックスタイム制の拡充

④勤務間インターバルの努力義務 ＊１１時間以上の確保

⑤高度プロフェッショナル制度新設

⑥時間外労働の上限規制 ＊複数月平均８０時間以内
 （大企業１９年４月、中小は２０年４月）

⑦月６０時間超の時間外労働の割増賃金率引き上げ
 （大企業運用済み、中小は２３年４月）
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勤務間インターバル制度とは

２０２５年までに１５％以上に企業に導入を目指す

政府は３０日、過労死を防ぐため国が取るべき対策をまとめた「過労死等防止
対策大綱」の改定版を閣議決定した。
終業から次の始業まで一定の休息を確保する「勤務間インターバル」について、
導入企業の割合を２０２５年までに１５％以上にする目標を掲げた。

改定版は、新型コロナウイルス収束後の働き方の対応として「テレワークや副
業・兼業、フリーランスなどの労働環境の状況を把握していく必要がある」と記し
た。田村憲久厚生労働相は３０日の記者会見で「テレワークだと労働時間が把
握しづらい。過労死防止の対策を充実していくことが必要だ」と述べた。

改定前は勤務間インターバルの導入企業の割合を２０年までに１０％以上とす
る目標を掲げていたが、同年の実績は４．２％にとどまっていた。
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勤務間インターバル制度
帰宅が遅くなった翌日は、ゆっくり出社。
一定の『休息時間（自由＋睡眠）』を確保する制度です。

例）約９５％は１１時間で設定されておりますが、
段階的に９時間、１０時間で設定する会社もあります。状況に合わせた導入を。

ゆっくり休息して
次の日また頑張れます！
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当社の取り組み事例

１日の勤務終了後から翌日の出社までの間に、一定時間以上の休息時間（インターバル）を

設けることで、働く方の生活時間や睡眠時間を確保するものです。

国内最長クラス！勤務間インターバル制度導入

勤務間インターバル制度とは？

１１時間が一般的なところ…

当社では１４時間を採用！
２０：００退勤 １０：００出社

１４時間

0%

20%

40%

60%

80%

100%

120%

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

勤務間インターバル取得率の推移

（当社の事例）

２０２１年度 ２０２２年度

特に、夜間面談の多い職種は
取得率も高い！
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当社の取り組み事例

７月～９月に営業などの外回り時、カフェ・コンビニ等での水分補給のため飲料代を補助

異常な猛暑に対応！ピットイン制度

ピットイン制度とは？

１回／１人あたり

３００～４００円程度

水分補給だけでなく
訪問履歴入力等の事務作業の
タイムラグも改善！

オプションも有効活用！健康診断補助

★人間ドック＋脳ＣＴ  ： ４０歳、４５歳、５０歳、５５歳と

 節目の年齢を迎える社員は受診

★健診オプション費用補助 ： 年齢ごとに金額を設定

骨密度・バリウムから胃カメラへ変更など

★女性の乳がん検診補助  ： ３０歳と３５歳で受診義務あり

★男性の健診オプション金額追加： ３０歳と３５歳を迎える社員に対し金額をプラス

未病・予防は勿論

早期発見も重要！

2021年7月 2021年8月 2021年9月 2022年7月 2022年8月 2022年9月

のべ利用人数 12 13 11 16 12 32

金額合計 4,380 4,572 3,653 4,989 4,686 11,001

単価 365 352 332 312 391 344
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当社の取り組み事例

健康に良いことをしたら健康ポイントを付与！

１Ｐを３０円に換算し、ポイントに応じてインセンティブを支給

全員参加！健康貯金キャンペーン

健康貯金キャンペーンとは？

①個人が自分の
 身体状況を知ること

第１弾（２０２２年）は、
歩数のみだったのに対し、
第２弾（２０２３年）は、
歩数＋ポイント加算対象に！

ポイント加算対象

✓ドクターセルフチェック（体組成計）の実施（月１回）

⇒簡単な計測と問診により、現在の体内年齢と

３年後の体内年齢が分かる！

✓ぶら下がり健康器の実施

✓土日祝のウォーキング（歩数により加算）

✓スポーツイベント参加（マラソン大会等）

目的

②健康寿命の延伸

病気になる前に、自分自身の現状を理解し
一人ひとりが予防に努められるようにと
キャンペーンを始めました。
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当社の取り組み事例

上半期での支給総額

１９１,９７０円／２５人
平均７,６７９円／   １人

ポイント獲得トップ社員の数値推移
２０２２年９月スタート時の数字を０としたグラフ

-0.8 
-2.1 -2.3 -1.9 -1.9 -2.0 -2.0 

-3.5 -3.9 -3.5 

-0.3 -0.8 -0.9 -0.7 -0.7 -0.7 -0.8 -1.3 -1.4 -1.3 

-5.0 

-10.0 

-15.0 
-10.0 

-15.0 -15.0 
-10.0 

-15.0 

-20.0 

-25.0 

-4.0 

-7.0 

-9.0 

-9.0 -9.0 -9.0 -9.0 
-10.0 

-12.0 -12.5 

(30.0)

(25.0)

(20.0)

(15.0)

(10.0)

(5.0)

0.0
2022年9月 2022年10月 2022年11月 2022年12月 2023年1月 2023年2月 2023年3月 2023年4月 2023年5月 2023年6月 2023年7月

体重

BMI

内臓脂肪指数

ウエスト

トップ社員は食事制限やジム通いも
せず、キャンペーンの対象である
ウォーキングやぶら下がり健康器の
活用のみ。約１年間の継続で下記の
グラフのような結果が出ました。

ＢＭＩ指数

体重（ｋｇ）

ウエスト（ｃｍ）

内臓脂肪指数
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当社の取り組み事例

キャンペーン終了後のアンケート結果

約２年間の実施で、社員の運動
に対する意識の変化や、睡眠の
改善にも効果あり！58%

43%

42%

57%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

2023年2月

2022年9月

Ｑ．普段運動していますか（1日30分以上、負荷量は問わない）。

している していない

32%

26%

42%

39%

16%

22%

11%

9% 4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2023年2月

2022年9月

Ｑ．私は寝つきがよく、すぐに眠ることができております。

思う どちらかというと思う

どちらかというと思わない 思わない

わからない

47%

30%

32%

30%

16%

30%

5%

9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ｑ．私は、朝起きるまで途中で起きることはありません。

ほぼない

たまに（週に２～３日）途中で起きる

けっこう（週に４～５日くらい）途中で起きる

ほぼ毎日途中で起きる
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当社の取り組み事例

採用への効果

▼２０２２年１２月にエン転職に掲載した当社求人

～健康経営に取り組むことにより、採用活動にも効果が！～

ＩＭＰ １１３,４５１

当社 他社平均

１１４,２６３

ＰＶ

※ＩＭＰ：検索結果に表示された回数
※ＰＶ  ：求人閲覧数

４,３０５ ４,０１３

３.８％ ３.５％

１３１ ９１

３.０％ ２.３％

ＰＶ

応募

ＩＭＰ以外の数値が平均よりも高い結果！
最終応募人数は他社平均の

『約１.５倍』となる ＋４０名！
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①なぜ、健康経営（メリット）

②健康経営の実践例

③まとめ

本日のダイジェスト

健康経営の実践例と優良法人取得のメリットについて
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健康経営のまとめ

・経営資源（ひと・モノ・お金・時間・情報・知的財産）で大事な要素
・高齢化による疾病リスクの増加（７０才雇用の努力義務）
・少子化、生産年齢人口が半減へ（人手不足の継続、企業維持）
・国民医療費が増え続け、未病・予防の取組みが必須
・健康経営は、企業の経営課題であり、必須の時代へ
・国の政策、法制度により健康経営が拡大している
・健康経営認定申請社数が急増している

・日々、健康による労働損失が発生し（見えない損失）
・いまいる従業員が、健康で長く勤務できる環境整備も急務
・人手不足に悩む、中小企業にも拡大してきている
・採用活動において、応募人数の増加につながります

健康経営の取組みは、企業の規模を問わず不可欠な時代です
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予防医療／３つの段階
１次予防（未病・予防）
⇒食生活など生活習慣病を改善し、適度な運動に

 よって健康的な身体を維持すること。

２次予防（早期発見・早期治療）
⇒定期健診や検査などで早期に病気を発見すること

 病気の早期治療に取組むこと
 ＊健康診断、人間ドック、臨床的治療

３次予防（回復・再発防止）
⇒病気になっても適切な医療などにより病気の憎悪防止に

 努めたり、リハビリテーションにより、病気の回復や再発
 防止をはかること
 ＊リハビリテーション、理学療法、機能回復訓練
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★「身体」も「心」も、１次予防（セルフメディケーション）へ

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代

就業人口

健康施策

疾病リスク
（有所見率）

平均年齢約４３才

雇用延長、高齢層の増加

２次予防/重症化対策現在

現在

これから

これから １次予防（未病・予防）/２次予防・重症化対策

高い低い

健康経営／一次予防へシフト
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☆まずは「わかやま健康づくりチャレンジ運動」 に登録を！

☆次に発信すること！
 健康経営の実践事業所であることをアピールする！
 ＊認定取得に関わらず、代表メッセージに盛り込む、

理念に追加する、採用ページ等で発信する（募集効果）

☆小回りを利かして、費用をかけずにまずはやってみる！
 ＊社員数が少ないほど、様々な企画を素早く

実施することが出来ます。

☆大きなコストをかけない！
 ＊アイデアを絞り、工夫することで出来ます

☆継続は力です
 ＊生活習慣（健康）の改善には時間がかかります

中小企業が健康経営に取り組むには
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わかやま健康づくりチャレンジ運動

協会けんぽ加入事業所様用
https://www.kyoukaikenpo.or.jp/~/media/Files/wakayama/healthmake/challenge

/charennzimousikomi_kyoukai050516.pdf

協会けんぽ以外加入事業所様用
https://www.kyoukaikenpo.or.jp/~/media/Files/wakayama/healthmake/challenge

/charennzimousikomi_kumiai050516.pdf

わかやま健康づくりチャレンジ運動実施要綱
https://www.kyoukaikenpo.or.jp/~/media/Files/wakayama/healthmake/challenge/31

1203challenge_youkou.pdf
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最後に（健康経営は普通の時代へ）

★少子高齢化により、若年労働者の減少、７０才雇用の
 努力義務化（大企業）という、日本全体の構造（課題）に
 より、健康経営はやるやらないという議論ではなく、
 ごくごく普通の世の中になっていきます。
 またコロナウイルスという未曽有の感染症が発生、拡大し、
 公衆衛生、産業保健（社員の健康推進）は、かつてない
 変革期となっております。

 企業の永続的な発展には、「健康な人財の確保」が
 重要であり、また健康で長く活躍する為の取り組みが
 不可欠となりました。

 是非、この機会にチャレンジ運動へ意思表示し、明日から
 独自のアイデアで健康経営に着手して下さい。
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ご清聴ありがとうございました。
＊是非、ご質問をお寄せ下さい

協会けんぽ和歌山支部
プライマリー・アシスト株式会社

★宛先を「石山知良」に選択し、コメントを書き込めば、
 質問内容は私にしか見えません。
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